
鶴見川下流（港北区・鶴見区）の大水害

過去と未来を語ろう
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大作戦バクの防災レンジャーバクの防災レンジャー

津波が心配？ いや大水害はもっと心配

火おこし体験

②非常食試食会

①

③災害時、水のそなえは？
　横浜市水道局のお話

④ツルさんバクちゃんの人形げき

12：00～ 12：45　要申込：30名
場　所：1Ｆ会議室　参加費：500円

13：30～ 14：15　場　所：2Ｆ展示ルーム

空き缶でごはんを
たいてみよう

インスタント
ラーメン
もあるよ

限定100個　参加費：300円　事前申込

参加費：100円

12：50～ 13：20　場　所：2Ｆライブラリ

災害備蓄用
はまピョンの水缶

を使って

※雨天の場合、実施場所が変わる場合があります。　
※①、②以外は無料です。友の会ポイント 2P×2倍 =4P

大作戦

大
人
気
！

参加費： 無料　友の会ポイント：2P
定　員：40名　要申し込み
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主催：NPO法人鶴見川流域ネットワーキング　綱島バリケン島プロジェクト　共催：国土交通省京浜河川事務所　地域防災施設鶴見川流域センター　連携鶴見川流域ネットワーキング　後援　横浜市港北区・鶴見区（予定）

シンポジウム
パネリスト

飯田助知氏　港北区綱島在住
　北綱島旧家の現当主。国が本格的に治水事業に携わるまで水害
から地域を守ってきた地域先達たちの苦闘の歴史を語る。

小山和雄氏　鶴見区駒岡在住
　　3歳の時に昭和13年の洪水を体験。「鶴見川の黒い濁流に白い水が流
入すると激甚水害になる」。大水害に備えた地域の智恵を語る。

山口充弘氏　国土交通省京浜河川事務所副所長
　　河川管理者の立場から鶴見川流域の治水の取り組みを通し、今後の
治水の展望を語る。

コーディネーター

岸　由二氏　慶応義塾大学教授  NPO鶴見川流域ネットワーキング代表理事
 鶴見区で何度も洪水を体験。鶴見川流域ネットワーキングの活動を通し
て安全・安らぎ・自然環境・福祉重視の川づくり、流域作りを提唱する。

飯田助知

小山和雄

山口充弘

岸　由二
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10：00～
12：00雨

天中止

復興支援のカレーを販売

見えないよー

・防災迷路で遊ぼう
・防災訓練があるよ
・つるみっ子防災塾上映
・東日本大震災関連情報展示　復興の現状
・非常用持ち出し袋に何入れる？
・折り紙で食器作り 
・こども秘密基地＆非常用トイレ展示

⑤救命救急講習
　ＡＥＤどうやって使うの？

⑥まっくら体験

レンジャー
スタンプラリーで
レンジャー
バッジをもらおう

電気が

止まったら・・

自分で火を

おこそう

14：00～ 16：30
場　所：1Ｆ会議室

協力：港北消防署
14：20～ 15：30
場　所：1Ｆ会議室

13：30 開会
 鶴見川の洪水の歴史
 「暴れ川の記憶」上映　　　

14：00 ハザードマップの読み方
 国土交通省京浜河川事務所

 流域調整課長 斎藤充則氏　

14：15 シンポジウム
 鶴見川下流の大水害の
 過去と未来を語ろう

16：00 閉会

防 災 デ
イ キ ャ

ン プ

大雨で水が出て「マンションの外に出られない！」大震災で「家が壊れた！」助けがくるまで
自分の力で３日間生きのびるにはどうしたらよいでしょう？子どもたちが防災について学び、
備えるきっかけをつくるベントです。ぜひ、ご家族でご参加ください。

主催：NPO法人鶴見川流域ネットワーキング　綱島バリケン島プロジェクト　共　催：鶴見川流域センター　連携鶴見川流域ネットワーキング　後援：港北区
協力：港北消防署　横浜市水道局　ともだちや　お話し本屋さん　バクの流域こども探検隊　ライジャケバクアップの会　L-Breath  デイリーヤマザキ小机町店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この企画は子ども夢基金の助成を受けています。

「体験の風を起こそう運動」バクの防災体験フェア

3月 防災再確認月間
2 0 1 2 年

TEL:045-475-1998
FAX:045-475-1999

＜お申し込み・お問い合わせは＞

1 0 ： 0 0 ～ 1 7 ： 0 0



参加者氏名 年齢または学年 参加者氏名 年齢または学年

申申込込者者氏氏名名

住住　　所所

TTEELL　　

FFAAXX

鶴見川流域センター
FAX：045-475-1999

３月のイベント　参加申込書

※参加に伴う個人情報の取り扱いにつきましては、
保険への加入等、本企画の実施に限り使用させていただきます。

３月３日（土）バクの防災レンジャー大作戦

３月４日（日）鶴見川下流（港北区・鶴見区）の
大水害 過去と未来を語ろう

①防災デイキャンプ10：00～12：00 参加費300円 雨天中止 ②非常食試食会　12：00～12：45 参加費500円

参加者氏名 年齢または学年

センター友の会のご案内

　　鶴見川流域センターでは、流域の自然・治水・防災について、展示や楽しいイ

ベントをとおしてご理解いただいています。皆様にもっと楽しく気軽にご活用

いただけるように“センター友の会”を発足させました。登録頂きますと以下のサ

ービスをご提供いたします。　登録は無料、どなたでも可能です（対象は個人）。

★「センター友の会カード」を発行いたします。

★センター来館で1P。イベント参加ごとにポイントを差し上げます。

★20Pごとに参加賞※をプレゼント。

★センター図書（一部を除く）を貸し出しができます。

★センターで実施予定のイベント案内をPCあるいは携帯のemail  にお送りいたします。

※参加賞はセンター応援団や協力団体、企業からの提供です。

鶴見川の流域はバクの形
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多目的遊水地

鶴見川流域センター

階段下りて
左へ

改札を
出て左へ改札口

13
入口（2階）は
ここです

ＪＲ小机駅から
歩いて６～７分

流域センターまでの
徒歩マップ

新横浜駅→
新横浜元石川線

高い鉄塔が目印。
センターは4階建ての
茶色のビル

←第３京浜・港北IC

デイリーヤマザキ
横浜小机町店

駐車場
あります

ホームページ http://www.keihin.ktr.mlit.go.jp/tsurumi/
流域センター　 tr-net  検索

〒222-0036 横浜市港北区小机町2081 

JR横浜線小机駅より歩いて6～7分

＜お申し込み・お問い合わせは＞
　自然・治水・防災を楽しく学べる

　地域防災施設 鶴見川流域センター
　TEL:045-475-1998　FAX:045-475-1999
  email:waku2tsurumi@ktr.mlit.go.jp

（火曜休館10:00～17:00）




